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• 節とは何か：主節と従属節

• 従属接続詞とは何か

ー名詞として働く場合

ー形容詞として働く場合

ー副詞として働く場合

• 完全文と不完全文



• ひと組のSVを持つ、ひとつの文のこと。
（SVを持たないものは節ではない。
※準動詞はVではない。）

節（Clause）とは何か

文全体でSVがひと組しかない文では「文＝節」で大丈夫です。
一方、文の中にSVが２組以上ある場合は

「複数の節でひとつの文が出来ている」ということです。

※「文＝節」の文を単文、
「複数の節でひとつの文が出来ている」文を複文という。



２つ以上の節からなる文では・・・

• ひとつの主節がある

• 主節以外の節を従属節という

• 従属節の始まりには従属接続詞がある

主節と従属節

つまり、
ひとつの文には、節の数 -１の接続詞があり、
前に接続詞がない節がその文の主節となる。



I am tired.

I am tired because I worked hard today.

I am tired because I worked hard while my boss was around.

主節と従属節

S      V
主節（単文）

S    V
主節

S            V
従属節

（接続詞becauseに導かれる）

従属節

S       V
従属節

（接続詞whileに導かれる）

S             V

１（節の数） - １= 0 （接続詞の数）

２（節の数） - １= １ （接続詞の数）

３（節の数） - １= ２ （接続詞の数）



• SVを導き節としてまとめ、主節（親）に接続する

• 節全体で名詞・形容詞・副詞いずれかの役割をする

従属接続詞とは何か

どの役割になるかは、接続詞ごとに決まっている。

が、名詞・形容詞・副詞のいずれにもなる接続詞もあるので

文中での役割を特定するには、その節の文型や、主節など周りにある
別の節の文型などを踏まえて、最適な判断を下す必要がある、



• I don’t understand you.

• I don’t  understand what you mean.

• Can you show me your ukulele? 

• Can you show me how you play ukulele?

名詞として働く場合

S                            V                   O

S                            V                     O S           V

S         V          O1             O2

S         V          O1     O2 S           V           O



• This old book is about myths around the world.

• This book which was written in 19th century is about myths 

around the world.

• I remember the beautiful park.

• I remember the park where I found Pochi.

形容詞として働く場合

S                  V                   

S                                                                                                     V       S           V

S          V                                   O

S          V                          O S         V           O



• Where did you go yesterday?

• Where did you go after you ate dinner at the restaurant? 

• Without your help, I couldn’t deal with this issue.

• If you didn’t help me, I couldn’t deal with this issue.

副詞として働く場合

S        V                   

S           V O

S                               V                   O

S                                V                  OS                        V          O

S        V                   



従属接続詞に導かれる節には、

完全文と不完全文の２種類があります。

完全文：その節だけ取り出しても文として成立するもの

不完全文：その節だけ取り出すと名詞が１つ足りないもの

導かれる節が完全文であるか不完全文であるかは、

従属接続詞ごとに決まっているので覚える必要があります。

完全文と不完全文



完全文



不完全文



従属接続詞を学ぶというのは・・・

【STEP１】

• 従属接続詞として働く①語を覚えること

• 従属接続詞ごとに②取る役割（名詞・形容詞・副詞）を覚えること
また、③取る役割に応じた意味を覚えること

• 従属接続詞ごとに④導く節が完全文か不完全文か覚えること

• 複数の役割、または完全文/不完全文の両方をとる従属接続詞を知り、それぞ
れの場合の⑤判別方法を覚えること。

【STEP２】

• 主節の特定と、それぞれの従属節を導く接続詞の発見、全体の文構造の把握の
練習をすること。

• 接続詞が足りない/多すぎる場合を知り、読み方を学ぶこと。

まとめ


